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調理ボランティアに参加して 
東 治子 （上尾合同教会） 

 教会より、東北教区被災者支援センターを通したボランティアの一つとして食事ボ

ランティアがあることを知らされて、応募しました。このボランティアは全国教会婦

人会連合機関誌の「教会婦人（2012.11 月）」にも掲載されていましたが、当教会で

は 15 名の方が応募しました。三つのグループに分かれて、私たちのグループ 4 名が

まず最初に 1 月 22 日（火）～23 日（水）の 2 日間の夕食作りに参加しました。 
 当日は、仙台の被災者支援センター・エマオに昼に到着早々、人数、予算等をお聞

きし、壁に掛かっていたこれまでのメニューを参考に、早速、残っている野菜や調味

料を確認し、ベテランのチーフを中心に 2 日間のメニューを考えて、地図を頼りに固

い雪に足をとられないようにしながらスーパーに買物にでかけました。2 日間のメニ

ューを考えて一度に買物が出来たのはよかったと思います。電卓片手に、最大限栄養

バランスよく無駄なくたっぷり皆さんの食卓に並べられるよう食材を購入しました。 
 両日ともボランティアやスタッフ 16 名の食事作りになりました。午後 6 時を目ざ

して、声をかけ合って一生懸命に、楽しくさせていただきました。合い間に見せても

らった毎回の食事ボランティアの皆さんの写真ファイルを見ると、東京教区南支区や

仙台近隣の教会の方々の笑顔と名前が日付と共に記されていました。私たちもパチリ

と 1 枚撮られてしまいました。 
 夕方になると、それぞれボランティア先から次々と、まさしく老若男女といえる

方々がボランティアの実を携えて元気に帰ってきました。常駐して日程をコーディネ

ートしている溌剌とした地元の若者たち、2 週間の予定で大阪から来ているという仲

間に溶け込んでいる関西弁の女性、2 日目には北海教区から来られた方々、お互いに

多くは話せませんでしたが、皆さん、しなやかに自然に熱くそれぞれの役割を果たし

ている姿を目にすることが出来ました。 
 2 日目の午前中は、仙台の隣の名取市閖上（ゆりあげ）地区まで車で連れて行って

もらいました。皆さんご存知の閖上小学校では、洗われているものの泥にまみれた遺

品の数々が冷え冷えとした体育館いっぱいに、そこは持主との関係を絶たれたまま待

っても来ない叫び声が満ちているようでした。 
 仙台の地エマオで、2 日間の小さな経験をすることが出来ました。食事の前や後に

「わー、 
おいしそう」とか「ありがとう、おいしかったよ」と言っていただいて、私たちの仕

事は終わり、帰路につきました。今回は仮設住宅などをお訪ねすることは叶いません

でしたが、これから、ほかに、どんなことができるのか考えさせられました。 



関東教区ボランティアガイド 第２弾 
東北教区エマオが仙台と石巻で展開する被災支援ボランティアに関心をお持ちの方々

から多くのご質問が寄せられます。その中からいくつか選んでお答えいたします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
4 月からエマオでの通常のボランティア活動日は火曜～土曜となりました（5 月の大型連休や夏休み

期間中は月～土まで。詳細はお問い合わせください）。このため教区の参加期間を 4 月 16～20 日、

5 月 21～25 日と修正いたします。また 5 月 12～20 日はエマオ春休みのため活動はありません。 

お問い合わせ、ご質問などは被災支援委員会・小林（取手伝道所）までどうぞ 
090－3529－5140  mail@torideyochien.jp 

 

Ｑ ボランティア保険は必須ですか？ 

Ａ エマオではボランティア保険への加入は、受け入れの際の条件になっています。通常

ボランティア保険は年度末の 3 月には切れるので、ご自分の加入しているものが有効かど

うかの確認を、出発前にもう一度していただきたいと思います。なお、これは各自治体によ

って少しずつ扱いが違っていますので、必ずお住まいの近くにある社会福祉協議会にお

問い合わせください（関東教区では加入の代行手続きなどはしておりません）。また現地

での加入はできませんのでご注意ください。 

Ｑ どんな服装で参加したらよいのですか？ 

Ａ 動きやすく、また汚れてもよいような服装で参加していただきます。長靴・軍手・タオ

ル・マスクは必ずお持ちください。作業の多くは屋外で行われますので、急な雨の際には

レインコートの上下が必要になります。季節によっては寒さや日差しに対応できる服装を

選びますので、現地の気象情報などに注意が必要です。 

Ｑ 交通費が補助されると聞きましたがどうしたらよいのですか。 

Ａ 関東教区からの派遣ボランティアに行っていただく方には、仙台までの往復ガソリン代

もしくは往復のバス・鉄道普通乗車運賃分を支給いたします。ご希望の方はボランティア終

了後に教区事務所に申請してください。新幹線などの特急料金については自己負担となり

ます。また宿泊費の補助はありません。 

日本基督教団東日本大震災救援募金 

※現在の募金状況（2013 年４月４日現在）

￥535,879,139 「東日本大震災救援募金」 

￥243,364,809 「東日本大震災海外献金プロジェクト」 

４／５月のボランティア募集 
４月１６日(火)～２０日(金) 
５月２１日(火)～２５日(金) 
問合せ 小林祥人（090‐3529‐5140） 
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